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治 20（1887）年 5 ⽉ 8 ⽇に第⼆⾼等中学校校⻑
として明治 30（1897）年まで赴任していた（⾼
橋，1979，pp.27-29）。嘉納が講道館を創⽴する































































































































































































年 11 ⽉ 25 ⽇であり、明治 30（1897）年 11 ⽉








ため、これを除くと、明治 29（1896）年 11 ⽉
















































































⼆⾼柔道部では明治 26（1893）年 10 ⽉に湯
浅が指導者に就任してから部内の規則が整えられ






























































































































より派遣されるが、翌明治 31（1898）年 11 ⽉ 1























明治 31（1898）年 6 ⽉ 15 ⽇に⼆⾼柔道部は

























ていたが、明治 32（1899）年 5 ⽉の第 2 回市内
⼤会以降、警察署からの参加者がみられなくなる。
警 察 署 の 参 加 が な く な る の は お そ ら く 明 治 32
（1899）年 3 ⽉ 22 ⽇に宮城県下に武徳会⽀部が
発⾜し（坂上，1989，p.84）、武徳会の⼀⼤⾏事







明治 34（1901）年の第 4 回市内⼤会までは制剛
館が対外三本勝負に参加していた。ところが、明


















武も明治 32（1899）年の第 2 回市内⼤会以降は





























































































































































































































































































































































































務め、翌明治 44（1911）年 1 ⽉ 8 ⽇には講道館
より⼆段を授与され、同年 5 ⽉の尚志会⼤会では
1・2 年⽣を相⼿に 8 ⼈抜きをみせるなど、⼆⾼柔
道部内でも影響⼒のある⼈物であった。 


























































































































































































さ れ ず 不 明 な 点 が 多 い 。 表 記 と し て は 明 治 27
（1894）年 2 ⽉の『尚志会雑誌』第四号で「吾が
尚志会柔道部の起る蓋し偶然にあらざるなり。柔


















4）明治 30（1897）年までに尚志会⼤会が年 2 回
開催された年は、明治 27（1894）年 5 ⽉ 26 ⽇
及び 11 ⽉ 18 ⽇、明治 28（1895）年 5 ⽉ 5 ⽇
及び 11 ⽉ 24 ⽇、明治 29（1896）年 5 ⽉ 6 ⽇
及び 11 ⽉ 29 ⽇の 3 年である（⻘⽊，1937，
pp.9-15）。また、尚志会⼤会は市内⼤会開始後も
平⾏して継続しており、管⾒の限りでは⼤正 8
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学校史：9-433． 
・ 野次⾺の⼀⼈（1905）運動界⾒聞録．校友会会
誌，9：112-115． 
・ ⼭本正⼰（1937）柔道部史．尚志会全史：179-
236． 
・ 吉村寅太郎（1893）発会式にての会⻑の演説．
尚志会雑誌，1：1-5． 
・ YJ（1894）柔道第⼀回定期勝負，尚志会雑誌，
4：47-52． 
・ 造⼠会（1901）講道館概況．国⼠，4（28）：91-
98． 
 
 
 
